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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

私
た
ち
が
住
ま
い
す
る
伏
見
台
地
区

は
金
沢
市
中
心
街
か
ら
南
方
六
㎞
に
位

置
し
、
こ
こ
に
は
、
三
千
八
百
世
帯
、

約
一
万
九
千
人
が
居
住
す
る
新
興
住
宅

地
で
す
。

　

当
地
の
歴
史
を
紐
解
く
と
中
世
の
守

護
富
樫
一
族
が
統
治
し
て
お
り
、
そ
の

史
跡
や
風
習
、
民
話
、
芸
能
が
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
室
町
時
代
の
加
賀
一
向
一
揆

（
長
享
の
乱
）
の
合
戦
場
と
な
っ
た
高

尾
城
址
と
そ
の
周
辺
施
設
や
、
当
時
に

発
祥
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
高
尾

じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
」、「
富
樫
し
ん
こ
う

踊
り
」
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域

で
あ
り
ま
す
。

　
Ⅱ　

歴
史
資
源
の
活
用

　

一  　

歴
史
研
究
会
（
い
き
い
き
探
訪

教
室
）
の
開
催

　
　

  　

当
地
に
居
住
す
る
人
々
の
大
半

は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
と

も
な
い
転
居
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
加
賀
一
向
一
揆
の
地
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、

戦
い
の
経
緯
や
状
況
に
興
味
を

持
つ
方
々
が
多
く
、
ま
た
、
公
民

館
で
調
査
研
究
す
る
要
望
も
多

く
、
富
樫
一
族
と
我
々
が
住
ま
い

す
る
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
五

年
度
の
五
年
計
画
で
「
い
き
い
き

探
訪
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

  　

同
教
室
で
は
坂
本
善
昭
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
小
林
忠
雄

北
陸
大
学
教
授
等
を
講
師
と
し

て
招
き
、
富
樫
一
族
の
ル
ー
ツ
や

史
跡
め
ぐ
り
、
我
が
地
域
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と

も
に
ハ
ー
ド
部
門
で
は
、
高
尾
城

址
見
晴
台
の
整
備
を
金
沢
市
の

支
援
を
い
た
だ
き
実
行
し
た
。
会

員
は
約
八
十
名
で
年
約
五
～
六

回
開
催
し
、
二
十
六
年
度
～

二
十
八
年
度
に
か
け
て
教
室
五

年
間
の
集
大
成
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二　

調
査
結
果
「
富
樫
一
族
と
は
」

　
　

  　

奈
良
時
代
の
天
智
天
皇
に
使
え

た
藤
原
鎌
足
の
流
れ
を
く
む
加

賀
斉
藤
氏
の
一
族
で
、
藤
原
利
仁

が
始
祖
（
奈
良
）
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
　

  　

四
代
忠
頼
の
時
代
（
平
安
）
に

は
「
芋
掘
藤
五
郎
伝
説
」
に
よ
る

と
金
沢
地
名
の
由
来
が
あ
る
。
山

科
の
住
人
藤
五
郎
が
湧
き
水
の

金
城
霊
沢
で
砂
金
の
付
い
た
芋

（
自
然
薯
）
を
洗
っ
た
こ
と
か
ら

「
金
洗
い
の
沢
」
金
沢
と
地
名
が

付
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

  　

ま
た
、
藤
五
郎
が
住
ま
い
す
る

周
辺
に
は
京
地
名
が
多
く
存
在

し
て
お
り
ま
す
。
山
科
、
伏
見
、

高
尾
（
高
雄
）
等
で
藤
五
郎
誕
生

の
京
地
名
を
付
け
た
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
　

  　

七
代
家
国
の
時
代
（
平
安
）
に

は
野
々
市
に
館
を
構
え
富
樫
介

を
名
の
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
在
庁

官
で
加
賀
介
と
名
の
り
京
で
加

賀
を
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

  　

十
二
代
泰
家
の
時
代
（
平
安
）

に
は
、
源
平
勢
力
争
い
で
源
氏
に

加
勢
し
、
平
家
没
後
に
は
安
宅
の

関
守
と
な
り
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

で
あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
安
宅
の
関

の
存
在
自
体
は
定
か
で
在
り
ま

せ
ん
。

　
　

  　

十
四
代
家
尚
の
時
代
（
平
安
）

に
は
大
日
山
大
乗
寺
を
菩
提
寺

と
し
て
、
野
々
市
に
建
立
し
た
。

そ
の
後
、
富
樫
一
族
没
後
加
賀
藩

に
よ
っ
て
大
乗
寺
は
木
ノ
新
保

→
本
多
町
→
長
坂
町
（
現
在
）
と

変
遷
を
と
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　

  　

十
七
代
高
家
の
時
代
（
室
町
）

に
は
、
足
利
尊
氏
の
命
に
よ
り
初

代
加
賀
守
護
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
　

  　

二
十
代
満
治
の
時
代
（
室
町
）

に
は
、
加
賀
は
二
国
化
（
南
北
に

二
分
）
さ
れ
、
富
樫
氏
の
内
紛
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

  　

二
十
四
代
政
親
の
時
代（
室
町
）

に
は
、
蓮
如
上
人
が
普
及
し
た
真

宗
本
願
寺
派
と
同
高
田
派
の
宗

教
対
立
が
領
地
で
激
化
し
、
弾
圧

に
転
じ
た
も
の
の
、
一
向
宗
徒
に

よ
る
反
乱
（
一
向
一
揆
）
に
あ
い

弱
冠
三
十
三
才
で
高
尾
城
で
自

刃
し
た
。
皮
肉
に
も
一
揆
軍
の
総

大
将
は
政
親
の
大
叔
父
で
あ
る

泰
高
で
あ
り
、
再
度
守
護
職
に
復

帰
し
た
も
の
の
か
つ
て
の
勢
力

は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
守
護

職
は
続
く
が
二
十
七
代
晴
貞
が

織
田
信
長
勢
に
滅
ぼ
さ
れ
、
こ
こ

に
名
実
と
も
富
樫
氏
本
宗
家
は

滅
亡
し
ま
し
た
。

　

三　

高
尾
城
と
高
尾
町

　
　

  　

高
尾
城
の
麓
に
は
現
高
尾
町
の

集
落
が
あ
り
、
古
老
の
言
い
伝
え

で
は
武
家
集
落
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
高
尾
町
地
内
に
は

字
名
で
的
場
、
馬
場
、
馬
替
、
長

土
塀
、
城
上
、
寺
下
、
守
安
等
武

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
奨
励
研
究
事
業
①

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

金
沢
市
伏
見
台
公
民
館
　
館
長
　
富 

樫
　
治 

男
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家
集
落
に
在
る
地
名
が
存
在
し

て
い
る
。

　
　

  　

ま
た
、
宗
派
で
は
約
九
十
戸
の

集
落
の
内
、
浄
土
真
宗
、
禅
宗
、

日
蓮
宗
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

ほ
ぼ
三
分
の
一
に
分
け
ら
れ
、
し

か
も
同
宗
派
で
も
お
手
つ
き
の

寺
が
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
一
向

一
揆
で
敗
退
し
た
武
家
集
落
に

一
向
宗
徒
が
居
住
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　

  　

よ
っ
て
、
高
尾
町
集
落
は
、
高

尾
城
を
管
理
・
防
衛
す
る
武
家
集

落
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
ま
す
。

Ⅲ　

地
域
活
用

　

一　

高
尾
城
址
見
晴
台

　
　

  　

高
尾
城
址
は
昭
和
四
十
五
年
北

陸
自
動
車
道
の
造
成
工
事
土
取

場
と
し
て
県
が
採
土
し
た
こ
と

に
よ
り
最
頂
部
を
残
し
て
大
半

は
破
壊
さ
れ
、
当
時
の
面
影
は
失

わ
れ
て
い
た
。

　
　

  　

唯
一
の
残
地
も
竹
や
雑
木
が
繁

茂
荒
廃
し
て
い
た
が
、
せ
め
て
当

時
の
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
に

県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
市
の
支

援
を
得
て
当
会
で
整
備
し
ま
し

た
。

　
　

  　

整
備
は
平
成
二
十
一
年
度
～
平

成
二
十
四
年
度
に
か
け
て
、
伏
見

台
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
六
十

　
　

  

名
に
て
実
行
、
二
十
一
年
度
は
山

頂
部（
標
高
百
七
十
二
ｍ
）約

百
五
十
㎡
の
竹
、
雑
木
の
伐
採
処

理
、
二
十
二
年
度
～
二
十
四
年
度

は
見
晴
台
登
山
道
整
備
（
東
側

ル
ー
ト
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
西
側

ル
ー
ト
：
金
沢
市
）
で
階
段
の
造

成
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

  　

平
成
二
十
四
年
度
末
に
完
了
し

た
が
見
晴
台
か
ら
は
石
川
平
野
、

加
賀
小
松
方
面
、
能
登
方
面
が
眺

め
ら
れ
、
山
城
と
し
て
は
最
高
の

条
件
で
あ
り
、
当
時
の
眺
望
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

  　

高
尾
城
址
山
麓
に
は
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
桜
の
大
木
が
五
百
本
植
栽

さ
れ
て
お
り
毎
年
四
月
上
旬
に

は
金
沢
市
内
か
ら
の
大
勢
の
花

見
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二　

金
沢
南
部
丘
陵
歴
史
夢
街
道

　
　

  　

高
尾
城
址
見
晴
台
は
富
樫
丘
陵

の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
が
、
調

査
を
重
ね
る
う
ち
に
富
樫
丘
陵

一
帯
に
中
世
～
近
世
の
史
跡
、
重

要
文
化
財
、
国
指
定
天
然
記
念
物

等
が
十
五
箇
所
存
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　
　

  　

こ
れ
ら
の
拠
点
を
有
機
的
に
結

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資
源
、
散

策
コ
ー
ス
、
市
民
の
憩
い
の
場
、

歴
史
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

  　

こ
の
こ
と
か
ら
野
田
山
～

四
十
万
霊
宝
山
Ｌ
＝
六
㎞
に
関

係
す
る
五
公
民
館
で
推
進
協
議

会
を
設
立
し
、
同
協
議
会
で
拠
点

へ
の
案
内
看
板
、
説
明
看
板
設
置

を
金
沢
市
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

  　

平
成
二
十
五
年
度
に
金
沢
市
の

認
可
を
受
け
、
二
十
七
年
度
完
成

を
目
標
に
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　

  　

事
業
完
成
ま
で
に
五
公
民
館
で

一
名
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
養
成
も
同
協
議
会
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅳ　

お
わ
り
に

　

私
た
ち
が
住
ま
い
す
る
地
域
の
歴
史

を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
発

見
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
講
師
の
先

生
方
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

熱
意
と
ご
理
解
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
成
果
は
平
成

二
十
八
年
度
に
完
成
予
定
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

収
録
し
て
、
映
像
で
後
世
に
伝
え
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


